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図 3:2種類の仮説を用いたシミュレーシ
ョン結果｡(実線:オリジナルモデル､点線:
仮定 1､破線:仮定2､二重破線:両モデル)
ムに算出される値を用いた｡
図 3が計算結果である｡流れ場のない時に平衡絡み合い数に多少の差があるが､振動流れ場
中での振る舞いには定性的な違いが見られなかった｡この傾向は調べた範囲の振動数､振幅でも
同様であった｡仮定1に関しては､平衡下での絡み合い点間分子量が一定のため､絡み合いがほ
どけるタイムスケールと絡み合いが生成するタイムスケールが異なるだけで平衡値が変わらなかっ
た可能性が大きいが､仮定 2については未解決である｡現在､実際の流れでの絡み合い状態に
ついて､実験的に測定可能か検討中であり､今後これらと比較予定である｡また実際の流
れ場での絡み合いの様子について､成形機内の流体解析との練成計算を計画している｡
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